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は　　　じ　　　め　　　に

平成1 1年度に向けて

北海道の今(3/15)は野も山もまだ白雪におおわれておりますが､春の

陽光が大地を照らし､自動車の走る路面だけは雪が消えて一足早い春を見

ることが出来るようになりました｡

猛威をふるった感冒も終息に向かったようですが､皆さんは如何でした

でしょうか｡きびしい感冒に悩まされた方も多かったのではないでしょう

か｡ノ

■　春の気配と共に学校の卒業式や入学準備･入試合格発表等々春の風物詩

も目白おしの状況で､これからの将来に日を向ける事の多い季節でもあり

ます｡

●

全国筋無力症友の会北海道支部としても､今年1年そして将来に向け運

営を考える時期となりました｡こまごました反省はさておき､支部が21

世軌こ向けて継続して培ってきた｢地方の時代｣の実現に向けて､今年は

思いきって友の会の地方接点(例えば旭川､函館､釧路､北見など)に場

所を移して年次総会を開催してはどうか､と考えて見ました｡

それで･すぐにでも総会開催の態勢が整っていると思われる旭川地区の

滝田さんに意向をお伺いしたところ､快くお引き受けくださいました｡

｢総会開催の詳しい内容｣については改めてご連絡致します｡

このような事の繰り返しが地方における会員同士のつながりの強化や､

医療関係者との意志の疎通･地方における医療技術の向上をうながす事に

なるという仮説を立てて進めているところです｡ r北海道のどこに住んで

いても札幌周辺に住む人と同じ水準の医療が受けられる｣そんな夢を追い

求めて北海道支部の活動を拡充していこうと考えているところです｡

今年もみんなで頑張っていきましょう｡　　　　　　　　(猪口記)
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みんなのひろば

拝啓皆様お元気のことと存じます｡

過日､全国筋無力症友の会旭川地区交流会に､初めて出席させていただき

色いろの話し合いを聞くことができ有意義な1日でした｡

皆さま方の病歴の長いのには､びっくりするやら私みたいに3年くらい

しかならない者との間には､本当にご苦労様としか申し上げられません｡

私の病歴をと言われたのですが､なかなか書けなくやっと出来ましたが　●

わかりにくいこととは思いますが､よろしくお願いします｡

戯
私　　の　　病　　歴

名　寄市　川　島　覚　寿(72歳)

平成7年の夏頃から､目がなんとなく見えにくくなってきましたので､

会社で車の運転するのが不安になり退職しました｡

それから眼科に通院し､平成8年7月に白内障の手術をうけました｡

そのときベットに凍て天井の電灯を見たとき､それが二重に見えてきまし

た､それからすべての物が二重に見えるのです｡それ以後手や足が動きに

くくなり､病院を転々として､最後に旭川厚生病院の神経内科を受診した

ところ､すぐ入院するようにと旭川医大付属病院に手続きを取ってくださ

り､ 1 1月7日同病院第-内科に入院しました｡

そのときすでに軽い噂下降寄､眼胎下垂も始まって､食事も呑み込みも

悪く10日境より｢エンジリアキット｣ (カン入り)で3日くらいすごし

てから､初めて｢メスチノン｣ 1日4回飲みそれから7分粥を少し食べら

れるようになりました｡そうやって検査検査の3週間､手術する日を待っ

ていました｡

1 2月1 0E]同病院第-外科にて手術を受け､ 2日間集中治療室で過し

ました､食事は気がついたときからすぐに食べられました｡その後個室に
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入り｢メスチノン｣ 1日4回6時間に1錠､ ｢プレドニン｣朝6錠､昼4

錠でした｡

術後すべての管が外れたので歩こうとして立ったのですが､立っている

のが精一杯｡ 12月24日外科より内科に移され､それからが歩く練習で

す｡ 12月25日から｢プレドニン｣朝6錠､昼2錠になりました｡

それから歩行器や車椅子で歩く練習を毎日毎日行い､広場のところまで

行けるようになりました｡

平成9年1月25日より｢プレドニン｣朝5錠､昼2錠｢メスチノン｣

は2月20日まで4錠､その後退院する日まで段々と少なくなり､退院の

時は1銘でした0　2月10E] ｢プレドニン｣朝4錠､昼1錠となりまし

た0

2月13日より放射線治療24回受けました｡ 2月25日｢プレドニ

ン｣朝3錠となり､ ｢メスチノン｣は退院するまで段々と少なくなり退院

時は1錠でした｡

入院中は痛い時や胸の締めつけや､なにやらといろいろとありました

が､ベットにいることが少なく､いつも部屋の外を歩き回って､看護婦さ

んには心配かけていました｡いよいよ3月10日退院､元気で見送られな

がら我が家に戻りました｡

●　　その後4月の末填までは順調でしたが､身体の調子の良いことに除雪機
を使って動き回ったのが悪かったのか､調子が崩れてきました｡ ｢メスチ

ノン｣を2錠､ 3錠､ 4錠､ 5錠とふやし､ 5月より8月末まで続け.よ

うやく調子も良くなりました｡

7月28日より｢プレドニン｣3､5錠となりました､その後わりと調子

がよく､ 10月8日より｢メスチノン｣ 3錠｢プレドニン｣が3錠とな

り､ 12月末日頃まで続けました｡

平成10年に入って､ 6月4日に｢メスチノン｣ 2錠となりました｡

この間､胸の締めつけ､背中のいたみ､左足がツル日々が続いています｡
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7月29E]から｢プレドニン｣2､5錠を1日2錠と半錠を1日おきに服用

し､ 11月5日より｢プレドリン｣ 2錠1日おきに服用､ ｢メスチノン｣

は2錠のまま現在まで続けています｡

今まで入院中や､退院後の病状等あまり書きませんでしたが､それぞれ

人によっての苦しいこと､せつないことなど､人それぞれ異なることから

苔きませんでした｡

その人なりに病気を乗り越えてこられたものと思います､現在通院して

おりましても､他の病人を見ていると､私などどこが悪くて通院している

のかと､他の人に思われているくらいです｡

私も今は時々呼吸が苦しくなったり､胸や背中の締めつけがあるくらい

の生活､他の病気の人より幸せを感じており､病を友として常に明るく生

きて行きたいと思っています｡

夏は花作りや､アルミの空き缶で風車や､建材の端材で遊具を作り近所

の保育所の子供たちと遊んでいます｡

冬は除雪をしながら体を動かし､日々楽しく暮らしています｡いつ治る

かは分かりませんが､とにかく明るく生きて行くのみであります｡

皆様も病気に負けないで元気で生活して下さい｡

(平成1 1年1月5日記)

清水町藤井政子(旧姓小野W_) ●

皆さんお元気ですか｡

今年もあと残りわずかとなり､皆さんお忙しいことと思います｡

清水町での生活は､友達もいなくちょっと淋しいのですが､帯広でもやっ

ていた趣味の陶芸を清水でもやって楽しんでいます｡

実は､ただいま､妊娠玉か月です.すごく不安だったのですが､つわr)

のほうも普通の人よりも全然軽いようです｡以前から､頭痛持ちで妊娠し

てから､ずぅ-とヒドくなったので､それが一番つらかったのですが､今
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は軽い風邪をひくぐらいで元気で子供のほうも順調です｡

●

●

薬のほうは､ 3年程前から飲んでいないのですが､やはり､いろいろと

不安ですが頑張ります｡署名同封します｡

〔言;篭芸……芸三二:三言三三軍は無事出産を終えられた頃でしょ〕

浦　河　町　宇　野　芳　子

ごぶさた;致して居ります､私6月から､入退院のくり返しでついこの間

退院したばかりです｡ 1白無事に終わったら､神様仏様に手を合わせてお

参りしております｡朝も今日1日が､無事終わりますようお参りして居り

ます｡

夕飯時､食事を噛むことが出来ず､時間をかけて食べているのですけれ

ど､どうも体が疲れるとそうなるように思われます｡体が疲れるほど仕事

もしていないのですけれど､焦らずに過ごすようにと思って居ます｡

いつも役員会員の方たちから会報を送って下さりありがとうございま

す｡皆様によろしく申し上げて下さい｡署名用紙をいただきましたのでお

送りいたします｡

仙　台　市　大　友　寿　子

前略　いつもお世話になっております｡

インフルエンザが猛威を振るっておりますが､皆様は大丈夫でしょうか､

私もやっと治ったところです｡

遅くなりましたが署名送らせていただきます､まだありましたら送って

ください｡

北海道はまだ寒さが続くことでしょう､皆様どうぞご自愛くださいます

ように｡



/ヾ1デ　一一　を終えて

3月6､ 7日と難病連､恒例のバザーが行われましたo

大･rLltのダンボールに入った衣類､食器､バック､靴､家具､他にも色々

なものが集まりましたoそれらの物を3日間にわたり分類し･整理し､

夜遅くまで売り場に並べましたo

衣類などはら.(が多く､並べたと言うより研み上げた状態でしたo

フリ-マーケットとは遠い､ブラウス　6枚1000円､セ一夕~~4

枚1000円と､非常に安いと思うのですがお金を払わず持っていく人

が後を絶たず､とても残念な事です｡個人の収入になる訳ではないので

す｡お金を出して買うこともボランティア活動への参加だと思うのです

が､そんな気持ちで閂いに来ている人が少ないのでしょうかo

また､もう少し高い値段でも売れそうな物までが､安く･売られるとい

うことも､品物を提供してくださった方に､申し訳ないと思うのです∩

もっと収益が多くなるように､いろいろ考えて行かなければならない

と思いますo

また､ IEい人の考えや､手伝いが増えてもらえると良いと思います-J

しかし､海年5日間にわたりお手伝いしてくださる方も､いらっしゃ

いますn

お手伝いをしてくださった､皆さん本当にありがとうございました√)

目標の330万円には少し足りなかったようですが､今年の教訓を生か

し､来年は成果が上がるよう頑張りたいと思いますo　　'

私は今年緊金運営委員になったため､今剛まいろいろ感じたままをFtr･き

ましたく,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(中村　待子)
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事務　局 だ　よ　り
◎　J P C　(日本患者家族団体協議会)

国会言商顧客名にご協力ありがとうございました｡

集約した署名用枕を携えて国会請願行動を行います｡

難病公費医療の患者負担を廉止し､患者を病院から遠ざける医療保険

制度改悪に反対する　｢国会言百願行動｣

◆謂鳥目　1999年4月19日(月)午前10時-午後3時まで

●

●

◆場　所　衆議院第2議員会館第1会議室

◆集　合　第2議員全銀ロビー

巨車夫=まる｢

◎3月の役員会で今年の支部社会を.どこで開催したら長いか､相談した

結果今年は旭州地区と決まりー滝田さんに相談しましたところ､きっそく

下記のところを､ご照会くださてました｡

平成11年度支部能会は来る5月22日(土)-23 (日)上川都比布

町16号[遊蕩びっぶ｣で開催します｡新緑の山々にBilまれた静かなとこ

ろです｡お風呂も9種類も楽しめるようです｡夕食も楽しみです｡

次の日は旭川の三浦接子記念館の見学を予定しています｡大勢のご参加

をお待ちしています｡詳しいご案内は4月に致します｡

◎鯛持地区連絡会の､青田典子さんから連絡がありました｡

3月上旬､久々に交読会を開きましたところー　9名が参加楽しい語らい

ができ､次は6月に挽き肉パーティーを開くことが決まったようです｡

その時に秋の交読会の内容を話し合うそうです｡一人でも多くの仲間

が集い凱い会になることを願っております○　由も

17-　･電彪



平成10年度賛助会員になって頂きました｡

一口　1,000円　(敬称略)

中村　椅子　3t]中道　　諾1日　室谷エミ子2日　東谷　与三1日

鈴木恵美子2n　鎌田　　毅　2□　猪ロトヨエIL]俣野　健ln

永井よしの5日　庄子　久子　2日　　　　　　　　　　合計20,000円

ご寄付t･ヽただき　ま　し六二｡

鈴木恵美子　中道　和子　相見　和美　篠崎ミツエ　室谷エミ子

宮下美技千　枚乎　昌子　中村　待子　渡部サダエ　三品奈泰子

上戸　マツエ　新出　静子　桜庭　　緑　庄子　久子　東谷美智千

亀　難病連からの還元1-;Jf57'860円
花火･全道集会広告･ビアガーデン利用券　　　　　　　23,500円

協力会道元金一募金箱還元金･ J PC署名募金遊元金　62,293円

正月飾り還元金･雑貨商品還元金　　　　　　　　　　　46,338円

合計132,131円

累計　209,991円

皆さんのご協力で友の会の運営資金に役立っています｡

今後ともよろしくお願いいたします｡　　　　　　　事務局　　東　谷

会費納入のお願しヽ

会費の納入革がよくありません｡お忘れの方は､もう一度確かめてください｡

わだちの蕪に納入年度が記入されています｡よろしくお厳いします.

0年会費･--･3, 600円　(うち､ 2,100円は木部へ納めます｡ )

○振込み先-･･郵便振替02770-6-19712　全国筋無力症友の会北海道支部
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13ページからお読み下さい

宇多野病院の
ホームページ

< http: //yeb. kyoto-imet. or. jp/org/ubno/ 〉

国立脳神経筋疾患センターとしての診療体制､

スタッフ､相談事菜､交通などの情報を載せ

ています｡
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待
し
'
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
｡

最
後
に
'
私
ど
も
の
国
立
嚢
所
宇
多
野
病

院
で
は
'
三
十
年
ほ
ど
前
か
ら
神
蛋
病
の
た

め
の
病
院
を
目
指
し
て
い
ま
し
て
､
最
近
｢
脳

神
経
肪
疾
患
セ
ン
タ
ー
J
l
の
名
称
を
掲
げ
ま
し

た
｡
現
在
'
神
蔓
病
電
話
相
談
を
や
っ
て
お

り
ま
す
｡

国
立
癌
暮
コ
所
宇
多
野
病
院

電

　

話

=

0

7

5

(

4

6

1

)

5

1

2

1

F
A
X
=
0
7
5
(
4
6
4
)
0
0
2
7

M
G
の
相
故
と
､
言
っ
て
く
だ
さ
れ
ば
神
経

内
科
に
連
絡
が
行
っ
て
'
専
門
医
と
直
接
電
話

で
相
談
が
で
き
ま
す
か
ら
､
ど
う
ぞ
気
軽
に
電

話
相
淡
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
｡

ま
た
'
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
開
い
て
い
ま
す
か
ら
'
ご
利
用
く
だ
さ
い
｡

(
以
上
)
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出
血
性
の
ぽ
う
こ
う
炎
に
な
ら
な
い
た
め
に

は
･
薬
を
朝
の
う
ち
に
飲
む
'
水
を
多
め
に
採

る
､
な
ど
気
を
つ
け
ま
す
が
'
経
口
の
場
合
'

比
較
的
副
作
用
が
出
や
す
い
の
で
'
最
近
で
は

点
滴
で
や
る
方
法
を
'
私
た
ち
は
採
っ
て
い
ま

す
｡
月
に
1
回
､
5
百
ミ
リ
と
い
う
多
い
日
の

丑
を
5
石
C
｡
の
点
滴
に
混
ぜ
て
入
れ
ま
す
｡
外

来
で
2
-
3
時
間
掛
け
て
し
ま
す
｡
そ
の
日
の

内
に
直
ぐ
お
し
っ
こ
に
出
て
き
ま
す
か
ら
､
勝

眺
炎
が
起
き
に
-
い
の
で
す
｡
そ
れ
で
も
や
は

り
白
血
球
が
増
え
た
り
減
っ
た
り
を
繰
り
返
し

ま
す
が
､
こ
の
や
り
方
で
す
と
そ
れ
程
副
作
用

は
問
題
に
な
り
ま
せ
ん
｡
と
は
い
え
､
や
は
り

か
な
り
神
経
を
使
う
典
で
す
｡

さ
て
'
イ
ム
ラ
ン
､
エ
ン
ド
キ
サ
ン
の
欠
点

を
縛
っ
た
め
に
､
次
の
よ
う
な
治
辞
法
が
開
発

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
｡

シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
A
　
(
別
名
サ
ン
デ
ュ
-
､
ノ
ド
)

ス
イ
ス
の
サ
ン
ド
社
が
開
発
し
た
有
名
な
薬

で
'
免
疫
抑
制
剤
と
し
て
非
常
に
良
く
使
わ
れ

て
い
ま
す
｡
こ
れ
が
出
て
き
て
か
ら
い
ろ
ん
な

肢
器
移
植
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
｡

シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
A
は
､
抗
体
を
つ
-
る
B

細
胞
を
助
け
て
い
る
T
細
胞
に
働
い
て
､
結
果

と
し
て
抗
体
が
で
き
な
-
な
る
､
と
い
う
効
果

を
発
拝
す
る
薬
で
す
｡

ア
メ
リ
カ
で
は
'
イ
ム
ラ
ン
や
エ
ン
ド
キ
サ

ン
よ
り
も
'
こ
の
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
A
の
ほ
う

が
'
現
時
点
で
は
t
 
M
G
に
対
し
て
良
-
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
｡
今
世
界
で

M
G
の
第
1
人
者
と
い
わ
れ
て
い
る
ジ
n
ン
ホ

プ
キ
ン
ス
大
学
の
ド
ラ
ッ
ク
マ
ン
な
ど
は
'
も

う
M
G
治
療
の
第
一
選
択
に
し
て
い
る
も
の
で

す
｡
問
題
は
'
日
本
に
お
い
て
鹿
器
移
植
以
外

は
'
使
用
が
正
式
に
承
捺
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

で
す
｡

も
う
一
つ
別
の
薬
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
｡

F
K
5
0
6
(
別
号
ノ
ロ
グ
ラ
フ
)
で
す
｡
こ

れ
は
藤
沢
魁
薬
が
日
本
で
開
発
し
た
も
の
で
､

シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
A
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
ま

す
が
､
そ
の
効
果
は
い
ろ
ん
な
点
で
シ
ク
ロ
ス

ポ
リ
ン
A
を
凌
ぐ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡

最
近
'
京
大
病
院
外
科
で
小
児
の
肝
臓
移
植

の
際
'
こ
の
F
K
5
0
6
が
拒
絶
反
応
を
抑
え

る
の
に
威
力
を
発
挿
し
て
注
目
さ
れ
､
シ
ク
ロ

ス
ポ
リ
ン
Å
よ
り
も
良
い
と
評
判
で
､
国
際
的

に
も
使
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
｡

F
K
5
0
6
の
幾
序
は
'
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン

A
と
よ
く
似
て
い
ま
す
｡
し
た
が
っ
て
M
G
に

も
効
く
こ
と
が
非
常
に
期
待
さ
れ
る
訳
で
す
｡

実
際
'
日
本
に
お
い
て
'
動
物
実
験
し
ま
し

た
と
こ
ろ
､
非
常
に
効
果
が
あ
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
ま
し
た
｡
製
薬
会
社
も
力
を
入
れ
'
日
本

で
ま
ず
'
こ
れ
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し

て
か
ら
世
界
に
売
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
､
現
在
､
私
ど
も
の
病
院
が
中
心
に
な

り
ま
し
て
､
5
､
6
つ
の
大
学
病
院
と
共
同
研

究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
｡

今
ま
で
に
'
こ
の
F
K
5
0
6
の
治
験
に
同

意
し
､
参
加
し
て
頂
い
た
患
者
さ
ん
が
何
人
か

お
ら
れ
ま
し
て
､
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
方
が
'
ま

あ
良
く
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
現
在
も
ま
だ
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
｡
1
定
の
効
果
が
あ
れ
ば
､

オ
ー
フ
ァ
ン
ト
ド
ラ
ッ
グ
(
み
な
し
ご
の
薬
)

と
し
て
'
厚
生
省
か
ら
補
助
や
支
援
を
受
け
て

や
っ
て
い
け
ま
す
｡

F
K
5
0
6
の
副
作
用
は
､
丑
が
多
い
と
腎

障
尊
が
起
き
る
こ
と
で
す
｡
血
中
濃
度
が
ほ
ミ
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私
は
思
っ
て
い
ま
す
｡
で
す
か
ら
プ
レ
ド
ニ
ン

は
､
少
な
い
程
い
い
し
､
で
き
れ
ば
や
ら
な
や

は
う
よ
い
と
患
い
ま
す
｡

メ
ド
ロ
ー
ル
な
ど
の
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
は

胸
腺
手
術
の
次
に
来
る
薬
物
療
法
で
す
が
'

れ
も
少
且
で
旨
く
い
っ
て
い
る
場
合
は
い
い
の

で
す
が
､
一
日
に
3
-
5
錠
も
､
長
年
に
百
1
っ

て
の
む
と
い
う
よ
う
な
状
態
に
な
れ
ば
､
や
は

り
副
作
用
が
問
題
に
な
り
ま
す
か
ら
'
別
の
方

法
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

そ
こ
で
次
に
使
わ
れ
ま
す
の
が
'
引
叫
到
ソ
り

の
併
用
で
す
｡
イ
ム
ラ
ン
は
免
疫
抑
制
剤
の
中

で
も
､
最
も
l
般
的
に
用
い
ら
れ
る
薬
で
す
｡

治
辞
法
と
し
て
は
､
7
錠
5
0
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
イ

ム
ラ
ン
を
最
初
は
一
日
2
錠
の
ん
で
頂
い
て
､

そ
の
う
ち
一
日
1
錠
に
減
ら
す
と
い
う
や
り
方

で
そ
れ
程
放
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
｡
小

柄
な
人
な
ら
一
目
半
錠
で
い
く
場
合
も
あ
り
ま

す
｡

こ
の
療
法
の
目
的
は
､
メ
ド
ロ
ー
ル
の
丑
を

へ
ら
す
こ
と
が
で
き
る
､
或
い
は
中
止
で
き
る

所
に
あ
り
ま
す
｡
こ
れ
で
効
果
の
あ
が
る
確
率

は
高
く
､
全
員
と
は
い
か
な
く
て
も
か
な
り
の

こ

方
が
良
く
な
り
ま
す
｡

し
か
し
'
イ
ム
ラ
ン
に
も
問
題
は
幾
つ
か
あ

り
ま
す
｡

ま
ず
骨
髄
抑
制
す
る
た
め
血
球
の
産
生
を
抑

え
ま
す
の
で
'
白
血
球
や
リ
ン
パ
球
が
減
っ
て

き
ま
す
｡
そ
の
結
果
'
感
染
に
対
す
る
抵
抗
力

が
落
ち
ま
す
｡
白
血
球
が
2
千
を
切
る
と
や
は

り
要
注
意
で
す
o
治
療
を
弛
め
る
か
'
ス
ト
ッ

プ
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡
も
し
5
百
を
切

れ
ば
'
こ
れ
は
危
険
で
'
入
院
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
｡
で
す
か
ら
'
少
な
く
と
も
白
血
球
2

千
以
上
で
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
｡
通
風

の
薬
な
ど
他
の
薬
を
併
用
す
る
と
'
大
変
危
険

な
場
合
が
あ
り
ま
す
｡

イ
ム
ラ
ン
の
も
う
ひ
と
つ
の
副
作
用
は
'
食

欲
不
振
と
か
吐
き
気
と
か
が
'
か
な
り
の
頻
度

で
出
て
き
ま
す
o

ま
た
危
険
な
副
作
用
と
し
て
､
十
年
以
上
使

っ
て
い
る
場
合
に
､
癌
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
｡
と
-
に
リ
ン
パ
腫
と
か
皮
才
が
ん
と
か
.

ま
た
問
質
性
肺
炎
に
も
要
注
意
で
す
｡

だ
か
ら
'
イ
ム
ラ
ン
服
用
中
は
'
定
期
的
に

(
月
1
回
)
検
査
を
受
け
､
血
液
検
査
で
白
血

球
数
'
咳
の
有
無
し
､
胸
の
写
真
を
と
る
'
な

ど
か
な
り
神
経
を
使
っ
て
副
作
用
の
チ
ェ
ッ
ク

を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
｡

さ
て
'
そ
れ
で
も
な
か
な
か
旨
く
行
か
な
い

場
合
'
第
2
に
使
わ
れ
る
免
綬
抑
制
剤
が

ド
キ
サ
ン
で
す
｡

最
近
で
は
司
が
'
溶
解
し
や

す
く
早
く
血
中
で
効
果
が
出
る
､
と
い
う
の
で

使
わ
れ
ま
す
｡
経
口
と
注
射
が
あ
り
ま
す
が
､

私
は
'
注
射
で
や
る
こ
と
が
多
い
で
す
｡

飲
み
薬
の
場
合
は
､
一
日
1
-
2
錠
位
'
朝

と
昼
に
飲
ん
で
､
夕
方
～
夜
は
飲
ま
な
い
や
り

方
を
と
り
ま
す
｡
夜
寝
て
い
る
内
に
ぼ
う
こ
う

に
出
て
き
て
'
出
血
性
ぽ
う
こ
う
炎
を
起
こ
す

こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
｡

エ
ン
ド
キ
サ
ン
の
副
作
用
は
､
先
程
の
イ
ム

ラ
ン
ー
似
て
い
て
､
や
は
り
骨
髄
抑
制
が
一
番

の
問
題
で
す
｡
エ
ン
ド
キ
サ
ン
は
も
と
も
と
抗

癌
剤
で
す
か
ら
'
細
胞
が
分
裂
す
る
の
を
抑
え

る
働
き
が
あ
り
､
こ
れ
が
白
血
球
の
増
え
る
の

も
抑
え
て
し
ま
う
の
で
'
イ
ム
ラ
ン
の
場
合
と

同
じ
-
'
白
血
球
が
2
千
以
下
に
な
ら
な
い
よ

う
に
神
経
を
使
わ
ね
は
な
り
ま
せ
ん
｡
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を
寧
b
す
と
'
悪
化
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
｡

そ
の
時
は
､
ま
た
丑
を
増
や
さ
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
｡
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
最
初
旨
-
い

っ
て
い
た
方
で
も
'
調
子
が
悪
-
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
.
そ
う
な
る
と
､
次
は
､
メ
ド
ロ
ー

ル
千
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
3
日
間
点
滴
静
注
(
2
週

間
間
絹
で
繰
り
返
す
)
パ
ル
ス
療
法
を
や
る
こ

と
に
な
り
ま
す
｡

パ
ル
ス
辞
法
は
t
 
l
種
の
シ
ョ
ッ
ク
療
法
で

す
｡
こ
の
療
法
は
か
な
り
の
頻
度
で
一
時
悪
化

し
ま
す
の
で
､
入
院
し
て
レ
ス
ビ
レ
ー
タ
も
準

備
し
て
行
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
｡

次
に
パ
ル
ス
療
法
よ
り
も
'
も
う
少
し
安
全

で

層

T

な

治

辞

任

に

､

召

例
劇
矧
矧
矧
叫
が
あ
り
ま
す
.
(
l
日
1
0
ミ
リ
グ

ラ
ム
連
続
5
日
点
滴
)

こ
れ
は
'
ま
だ
国
が
保
険
適
用
を
認
め
て
い

な
い
辞
法
で
す
が
'
有
効
な
場
合
が
多
い
で
す
｡

問
題
は
､
効
果
が
一
時
的
で
ま
た
元
に
戻
る
こ

と
が
多
く
､
反
復
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
｡
し

か
し
'
保
険
の
問
題
も
あ
っ
て
､
反
復
す
る
こ

と
が
難
し
い
'
い
つ
ま
で
も
こ
れ
に
頼
れ
な
い

事
情
が
あ
り
ま
す
｡

次
は
､
血
紫
交
換
帝
法
を
考
え
ま
す
｡

体
の
静
脈
か
ら
血
液
を
体
外
に
取
り
出
し
､

1
定
の
装
置
を
通
し
て
'
問
題
に
な
っ
て
い
る

ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
受
容
体
抗
体
を
取
り
除
-
'

と
い
う
目
的
で
行
い
ま
す
.
取
り
除
-
方
法
に

a
t
二
重
膜
洩
過
法
t
 
b
､
吸
着
法
t
 
c
､
ア

セ
チ
ル
コ
リ
ン
受
容
体
ペ
プ
チ
ド
吸
著
法
'
が

あ
り
ま
す
｡

a
二
重
腸
液
適
法
､
こ
れ
は
抗
体
の
大
き
さ

だ
け
で
振
る
い
分
け
る
方
法
で
し
て
'
患
い
抗

体
は
ひ
っ
か
か
り
ま
す
が
'
か
な
り
非
選
択
的

に
目
的
外
の
も
の
も
取
り
除
か
れ
て
し
ま
う
問

題
が
あ
り
ま
す
｡
後
で
い
ろ
い
ろ
な
成
分
を
補

充
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
｡

b
吸
着
法
は
､
a
よ
り
も
う
少
し
効
率
よ
く

抗
体
が
除
か
れ
る
方
法
で
､
そ
の
分
後
か
ら
い

ろ
い
ろ
補
充
す
る
必
要
が
少
な
-
'
改
良
さ
れ

て
い
ま
す
｡

C
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
受
容
体
ペ
プ
チ
ド
吸
着
法

は
t
 
I
香
目
的
と
す
る
悪
い
も
の
が
選
択
的
に

除
か
れ
る
理
屈
に
な
っ
て
い
ま
す
｡
し
か
し
こ

こ
だ
け
が
悪
い
と
い
う
部
分
が
一
か
所
だ
け
に

限
局
さ
れ
て
い
な
い
現
在
､
b
に
比
べ
て
そ
れ

程
俵
れ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
｡

い
ず
れ
に
し
て
も
'
血
液
の
中
か
ら
抗
体
を

取
り
除
く
の
で
す
が
､
も
と
も
と
抗
体
を
作
っ

て
い
る
リ
ン
パ
球
そ
の
も
の
を
抑
え
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
､
こ
の
方
法
も
単
独
で
は

大
体
1
-
2
か
月
経
て
ば
元
の
も
-
あ
み
状
態

に
な
り
ま
す
｡

私
ど
も
の
所
で
'
月
に
一
回
外
来
で
こ
の
治

療
を
受
け
て
(
3
時
間
ぐ
ら
い
掛
け
て
)
帰
ら

れ
る
方
が
'
何
人
か
お
ら
れ
ま
す
｡
こ
の
様
に

反
復
す
る
の
も
7
つ
の
方
法
で
し
て
'
そ
れ
が

う
ま
く
い
っ
て
い
る
人
は
'
そ
れ
で
い
い
と
思

い
ま
す
o
た
だ
保
険
が
通
り
に
く
い
と
い
う
問

題
は
あ
り
ま
す
o

以
上
述
べ
た
治
療
法
で
､
問
題
は
'
副
作
用

が
出
て
使
え
な
い
方
々
で
す
｡
副
腎
皮
質
ホ
ル

モ
ン
は
'
1
殻
に
糖
尿
病
が
あ
る
方
に
は
使
い

に
く
い
｡
高
脂
血
症
と
か
'
コ
レ
ス
ト
ロ
ー
ル

値
が
上
が
る
と
か
'
白
内
障
や
骨
粗
相
症
が
増

え
る
と
か
､
し
ま
す
｡
隔
日
投
与
で
二
〇
-
リ

ぐ
ら
い
飲
ん
で
い
て
も
､
長
年
の
間
に
は
や
は

り
'
副
作
用
の
起
き
て
く
る
方
が
結
構
多
い
と
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(
J
f
薗
畢
旨
)

発
‥
叫
旧
任
重
症
仙
肋
由
仙
力
症

と

最

新

‖

叫

旧

癖

に

つ

い

て

斉

田

孝

彦

先

丑

エ

(
国
立
療
養
所
(
妄
野
病
院
院
長
)

今
日
は
'
と
-
に
治
り
に
-
い
重
症
筋
無
力

症
(
以
下
M
G
)
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
'
最
近

は
ど
ん
な
治
療
費
打
っ
て
い
る
か
､
分
か
り
や

す
-
お
話
し
し
ま
す
｡

M
G
の
治
療
に
つ
い
て
は
'
矧
対
矧
矧

手
術
が
基
本
で
す
｡
そ
れ
も
早
け
れ
ば
早
い
ほ

ど
良
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
o

手
術
の
適
応
と
な
る
胸
腺
に
2
種
類
あ
り
ま

し
て
'
胸
腺
腰
痛
と
胸
腺
肥
大
で
す
o

胸
腺
頗
演
も
大
き
く
分
け
る
と
2
つ
あ
り
､

リ
ン
パ
球
様
の
細
胞
が
主
に
増
え
て
い
る
タ
イ

プ
と
､
偏
平
な
細
胞
が
増
え
て
い
る
タ
イ
プ
と

ぁ
り
ま
す
｡
前
者
で
は
､
手
術
の
効
果
が
割
り

と
よ
く
'
後
者
で
は
手
術
後
'
患
う
よ
う
に
効

果
か
上
が
ら
な
い
方
が
比
較
的
多
い
の
で
す
｡

1
考
胸
腺
肥
大
は
'
と
-
に
若
い
女
性
の

場
合
'
手
術
効
果
が
非
常
に
良
い
と
'
1
娘
に

い
わ
れ
て
い
ま
す
｡

ま
た
'
胸
腺
の
悪
性
腫
蛎
に
近
い
方
が
お
ら

れ
ま
す
0
,
)
う
い
う
方
は
や
は
り
胸
腺
手
術
の

効
果
が
不
十
分
な
こ
と
が
多
い
で
す
｡

さ
て
､
手
術
後
も
治
療
の
効
果
が
な
か
な
か

挙
が
ら
な
い
ケ
ー
ス
に
は
'
幾
つ
か
の
原
因
が

あ
り
す
o

一
番
多
い
の
が
'
甲
状
腺
の
合
併
症
の
あ
る

方
で
す
｡
甲
状
腺
の
病
気
は
M
G
と
同
じ
自
己

免
疫
疾
患
で
'
そ
の
三
甲
状
腺
炎
の
場
合
は

完
全
に
治
る
と
い
う
こ
と
が
難
し
く
'
こ
れ
を

A
展
し
て
い
る
と
､
M
G
の
方
も
な
か
な
か
良

く
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
｡

甲
状
腺
で
バ
セ
ド
ゥ
病
(
甲
状
嶺
能
低
下

症
)
と
い
う
の
も
､
非
常
に
近
い
頼
類
で
,
こ

の
場
合
も
胸
腺
手
術
を
し
て
d
効
果
が
完
全

に
挙
が
ら
ず
､
追
加
治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
C

通
常
'
胸
腺
手
術
を
し
ま
す
と
'
7
-
8
割

の
方
が
､
社
会
生
活
'
仕
事
な
ど
を
続
け
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
が
'
残
り
2
-
3
割
の

方
が
'
社
会
生
活
'
家
塵
生
活
な
ど
が
菌
足
に

で
き
な
い
と
い
う
状
態
に
あ
る
わ
け
で
す
｡

こ
う
し
た
人
達
の
治
療
は
'
手
術
に
重
ね
て

免
疫
抑
制
剤
や
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
な
ど
の
薬

物
を
使
う
こ
と
と
な
り
ま
す
｡

副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
に
は
'
刀
川
H
d

ン
ま
た
は
メ
ド
ロ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
｡
メ
ド
ロ

ー
ル
は
プ
レ
ド
ニ
ン
と
よ
-
似
た
薬
で
す
が
､

副
作
用
が
や
や
少
な
め
で
す
の
で
'
私
は
こ
の

方
を
よ
く
使
い
ま
す
｡

使
い
方
は
､

i
'
プ
レ
ド
ニ
ン
或
い
は
メ
ド
ロ
ー
ル
を
,
初

期
に
少
な
目
か
ら
飲
み
始
め
て
'
だ
ん
だ
ん
と

増
や
し
て
行
き
､
ま
た
減
ら
し
て
い
く
方
法

(
漸
増
漸
減
法
)
や
'
最
初
か
ら
少
立
隔
日
投

与
す
る
方
法
と
､

二
'
比
較
的
大
生
か
ら
飲
み
始
め
て
､
減
ら
し

て
い
-
方
法
と
あ
り
ま
す
が
､
二
は
,
急
激

な
悪
化
(
ク
リ
ー
ゼ
)
を
来
す
場
合
が
多
い
の

で
'
私
は
良
-
な
い
と
考
え
て
'
や
っ
て
い
ま

せ
ん
｡こ

の
方
法
で
な
お
'
効
果
が
不
十
分
な
場
合

或
い
は
'
盲
盲
-
い
っ
た
と
思
っ
て
薬
の
丑



あ　と　カま　き

3月も終わろうとしています｡皆様お元気ですか｡今年はいつまでも秦

く､本州からは桜のたよりが聞えてきますが､北海道は雪が舞ってなかな

か春がきません｡待ちどうしいですね｡

10年度盛後の｢わだち｣発送が行事が多くすっかり遅れてしまいまし

た｡皆さんのお手元に届くのは4月になってしまいますU 3月の表紙は毎

年おひなさんにしてきましたが､こんなに遅れてしまっては､おひなさん

も泣いていると思いながら･替える余裕もなく･ -ごめんなさい｡

今年の支部総会は旭川地区で開催します｡大勢の皆さんのご参加お待ち

しています｡近況お知らせください｡　　　　　　(東　谷)

私は今年の冬を､ゆううつな気分で過ごしてしまいました｡

雪も多く気温も低くて寒い冬でしたね､インフルエンザも蔓延して･周り

でも風邪引きが多かったのですが､風邪には無縁だった支部長まで一昨日

まで1週間も凍込んでしまった-とマスクをしてこられたE]もありました｡

私はもっとひどくて､疲労もあったところえ風邪を引いて､良くなった

頃､今度は帯状癌疹に罷ってしまいました｡痛い病気ですoそれからは雪

の中皮膚科に注射に通い､ひたすら痛みが無くなるのを待ちました｡

でも､このところの日差しもまぶしく･雪融けも進むにつれて･私の憂

世もほぼ治まってきました｡ 2か月も休んだプールへも行けそうです｡

それにしても筋金入りの難病患者も意気地がなくなったものです｡仲道) ●

☆2月23日から11日間､急性胃炎ため入院していました｡

徐々に体調が戻りましたので･今回←わだち｣作りに釆ましたo

(鈴木)

☆今年は例年になく雪が多く､ 3月末だというのに､また雪が降り雪か

きに追われています｡早く春が釆ないかと待っていますo

(高橋)



一女大阪支部ニュースに｢難治性重症筋無力症と最新治療について】とい

う記事が掲載されておりましたo極めて興味潔い新しい情報でしたので

大阪支部にお掛､して転載させていただきましたo感謝をもってご熟読

下さいo

☆全区Ⅰ運営委ft会の如途､水戸の息子のところに立ち寄りに｢せりJ

｢なのはなJなどの山菜をつんで食して参りましたL,北海道に帰って来

たとたんに､ 27cmの降雪を見せられて､歩からさめて現実に戻った

感じです｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　(猪口)

L　☆3月20日全開運営委員会に､削支部長と共に出席しましたo

北海道支部として三件の議某を予め本部に要望し､また全国各支部も提

言要望をもって運営委員会に臨みましたo

現在の本部の段上日本制を､強化また手助けする意味から新に六支部が役

員として入ることになりました.,

このことが全国総会で承認されると､停滞していた本部の動きが少しは

攻藩されるのではと､期待しています.

全国筋無力症友の会も平成1 3年には満三十JuEJ年を迎えますo

現在いろいろとある問題を見っめなおし､友の会として､どう取り組む

べきかを話し合う時期であると､各支部の方々も考えていられたようで

●　　す･,私たちも国会請廟署名などLIJ･米ることから協力しましょう(,

(中村　得手)



●

--I-あなたの会費は～-一一～～---～-､､~-～､～～､～､～～～

平成　　年まで納入されています,

全音納入はー　同封の振替用紙をご利用ください｡

(年間3600円)
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